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名古屋・門司港における輸入トウモロコシ

から発見された害虫類

川波敬一郎＊・山下光生
名古屋植物防疫所

山崎　昭＊＊・木下末雄＊・堂元邦典

門司植物防疫所

Stored-Grain　 Pests　of　Imported　 Maize　at　Nagoya　 and　Moji　Ports

　　　　　　　　　　　　　　　　By

　　　　　　　 Kei-ichiro KAWANAMI， Mitsuo YAMASHITA

　　　　　　　　　　　     Nagoya　Plant　Protection　Station

　　　 Akira　YAMAZAKI, Sueo　KINOSHITA and Kuninori DOHMOTO

　　　　　　　　　　　     Moji Plant Protection Station

　近年トウモロコシの輸入量が激増しており，かつその

仕出地も世界の各地域にわたっているので，筆者等は名

古屋，門司両港における輸入検疫の際に発見した害虫類

を仕出地別に整理し，それぞれの仕出地によって発見さ

れる害虫群の優占種に相違があるかどうかについて検討

を試みた。トウモロコシの輸入検疫にあたってこの資料

が参考になれば幸いである。

　この調査は，名古屋においては昭和35年7月から12

月までの6ヵ月間に入港した7ヵ国仕出しの81隻につ
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いて，門司港においては同年7月から翌年5月までの

11ヵ月間に入港した7ヵ国仕出しの45隻についてそれ

ぞれ実施した。

　この調査で記録した害虫は18科・30属・35種類で，

このほかに種名が不明なものが若干あったが，これらの

中には本邦未発生または局地的に発生しているスジコナ

マダラメイガ　Anagasta 　kihniella ZELLER， ガイマイ

ツヅリガ Corcyra  cephalonica STAINTON，　シャムコク

ヌスト Lophocateres pusillus KLUG,オオメノコギリヒ

ラタムシ　Oryzaephilus 　mercator　FAUVEL,  　Trigonor-

hinus sticticus BOHEMAN，　 コツノコクヌストモドキ

Echocerus maxillosus FABRICIUS，コメノゴミムシダマ
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kirschi REITTER，ヨツモンマメゾウムシ  Callosobru-

chus　maculatus FABRICIUS， ワタミヒゲナガゾウムシ

 Aracerus fasciculatus DEGEER 等が含まれている。ま

た植物検疫上はじめての記録として，アルゼンチン産の

ものから　Trigonorhinus stieticus BOHEMAN を，タイ

産のものから Pharoxonotha  kirschi REITTERを，メキ

シコ産のものから，死虫ではあったが　 Pharoxonotha

kirschiと　Prostephanus truncatus HORN をそれぞれ

発見した。

　害虫の種類別発見頻度（調査隻数に対する各害虫発見

隻数の百分率）では別表に示す通り， コクゾウ Sitophi-

lus oryzae LINNE の 82.4％ が最高で，コクヌストモ

ドキ類 Tribolium spp.*の75.3％， コナマダラメイガ

Ephestia cautella WALKER　　の61.8％，　カクムネヒラ

タムシ類Laemophloeus spp.** の 50.0％がこれに次い

でいる。なお害虫の種類別付着程度は害虫の種類別発見

頻度と相関関係を示していると思われるが，名古屋と門

司の調査方法に若干の差異があったので割愛する。

　発見害虫をそれらが付着していたトウモロコシの産地

別に見ると，コクゾウ，コクヌストモドキ類，カクムネ

ヒラタムシ類，ノコギリヒラタムシOryzaephilus suri-

namensis LINNE，　コナマダラメイガは各地に共通して

発見される。ワタミヒゲナガゾウムシ，シャムコクヌス

トLophocateres pusillus KLUG，ゴミムシダマシの1種

 Alphitobius piceus OLIVIER等は東南アジア地域から多

く発見されている。南アフリカ連邦のものには，甲虫類

より鱗翅類が多く，アルゼンチンおよび英領東アフリカ

産のものには甲虫類，鱗翅類ともに多い，またアメリカ

合衆国産のものは他の地域のものにくらべて害虫の付着

程度が低いように思われる。なお，ビルマ，メキシコ，

ルーマニア産のものについては調査回数が少なかったの

で傾向を見いだすに至らなかった。

名占屋・門司港における輸入トウモロコシから発見された害名類

　　　　　の発見回数（1960年7月～1961年5月）

一　一　　

シ Latheticus oryzae WATERHOUSE, 　　Pharoxonotha
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